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「お互いに幸福を守り育てる
希望郷いわて」の実現へ！

復興幸福希望予算
健康・余暇

新しい時代を切り拓くプロジェクトの主な取り組み新しい時代を切り拓くプロジェクトの主な取り組み

働きやすく、暮らしやすい先行モデルと

なるゾーンの創造を目指し、県内中小企

業の生産性向上や人材確保の支援、先

端技術などを活用した地域課題の解決

などに取り組むとともに、北上川バレー

の魅力を情報発信します。

・脳卒中などの生活習慣病対策
・保健医療提供体制の整備や地域包括ケアシステムの構築
・文化芸術に触れる機会の提供
・スポーツを楽しめる環境整備

教育

・児童生徒の確かな学力の向上、豊かな人間性・
社会性・健やかな体の育成
・地域を支える人材や、地域の国際化に貢献
する人材の育成

安全

・地域防災力の強化に向けた自主防災組織の
組織化支援を含めた各種取り組みの推進
・登下校時の子どもの安全確保や特殊詐欺被害予防
・地域に根ざした食育の意識醸成

歴史・文化

・御所野遺跡の世界遺産への新規登録に向けた
取り組みの推進
・平泉の文化遺産を総合的に案内するガイダンス
施設の整備
・民俗芸能の保存・継承や後継者の育成

社会基盤

・第５世代移動通信システム「５Ｇ」の整備促進
・ＡＩやＩＣＴなど科学・情報技術の利活用に
向けた取り組みの推進
・自然災害に備えた洪水・土砂災害対策施設の整備

三陸鉄道や復興道路など、交通ネット

ワークを活用した地域産業の振興を図り

ます。また、東日本大震災津波伝承館など

を活用し、復興に力強く取り組む地域の姿

や三陸地域の多様な魅力を国内外に発信

することで、交流の活発化を図ります。

地域産業への先端技術導入による生産

性の向上や、「北海道・北東北の縄文遺

跡群」のPR活動、再生可能エネルギーを

活用した地域活性化を進めます。また、

産業人材を育成する拠点の強化などに

取り組みます。

家族・子育て

・結婚支援の機能強化
・安心して妊娠・出産・子育てができる環境の整備
・ひとり親世帯に対応する総合相談支援機能
の充実

居住環境・
コミュニティ

・持続可能な地域公共交通ネットワークの構築
・地域コミュニティの活性化に向けた取り組みの推進
・岩手への移住・定住の促進
・多文化共生の地域づくり

仕事・収入

・地域経済を支える中小企業の振興
・ものづくり産業の一層の集積
・国際定期便の持続・安定的な運航や観光産業の総合産業化
・収益力の高い産地づくり、農林水産物の付加価値向上に
向けた取り組みの推進

自然環境

・森や川、海などの多様で優れた環境を守り、
次世代に引き継ぐ取り組みの推進
・循環型地域社会の形成に向けた取り組みの推進
・再生可能エネルギーの導入促進

参画

・女性や若者、高齢者、障がい者の活躍支援
・市民活動や県民運動を促進するためのＮＰＯ
  などの運営基盤強化
・多様な主体の参画・連携・協力の推進

いわて県民計画（2019～2028）に基づく
令和2年度の　　施策主な
いわて県民計画（2019～2028）に基づく
令和2年度の　　施策主な
いわて県民計画（2019～2028）に基づく
令和2年度の　　施策主な

私たちの税金は
どう

活用されるの？
今年度は
どんな事を
するの？

●「
復
興
幸
福
希
望
予
算
」っ
て
、

　

ど
ん
な
予
算
？

　

令
和
2
年
度
の
当
初
予
算
は
、

東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
の
復

興
を
力
強
く
進
め
る
と
と
も
に
、

県
民
の
幸
福
度
の
向
上
を
図
る

「
い
わ
て
県
民
計
画（
2
0
1
9

〜
2
0
2
8
）」を
軌
道
に
乗
せ
、

県
民
み
ん
な
が
希
望
を
持
て
る

予
算
と
し
ま
し
た
。

「いわて県民計画（2019～2028）」の2年目となる令和2年度は、復興に最優先で取り組みながら、
計画に掲げた将来像の実現に向けて、さまざまな事業を進めていきます。

●
予
算
の
ポ
イ
ン
ト
は
何
？

　

ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
東
日
本
大
震
災
津
波

か
ら
の
復
興
と
平
成
28

年
台
風
第
10
号
災
害
、

令
和
元
年
台
風
第
19
号

災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興

に
最
優
先
で
取
り
組
み

ま
す
。

 

②
「
い
わ
て
県
民
計
画

（
2
0
1
9
〜
2
0
2
8
）」

の
も
と
、県
民
の
幸
福
度

向
上
を
図
る
10
の
政
策

分
野
に
基
づ
く
施
策
を

着
実
に
推
進
し
ま
す
。

国際リニアコライダー（ＩＬＣ）の実現に向け、国民的な理解増進・

普及啓発活動や道路・港湾などの利活用調査、外国人などの受入れ

環境整備、未来のＩＬＣを担う人材の育成、加速器関連産業の振興

などに取り組みます。

「10の政策分野」の施策「10の政策分野」の施策

北上川
バレープロジェクト

北上川
バレープロジェクト

三陸防災復興
ゾーンプロジェクト
三陸防災復興
ゾーンプロジェクト

北いわて産業・社会革新
ゾーンプロジェクト

北いわて産業・社会革新
ゾーンプロジェクト

３つのゾーンプロジェクト

政 策推進

「より良い復興～４本の柱～」の施策 復 興推進

防潮堤などの津波防災施設、
水門・陸こうの自動閉鎖シス
テムなどの整備

災害に強い交通ネットワー
クの構築

安全の確保
Ⅰ

こころのケア活動や生活相
談の実施

生活再建やコミュニティ形
成の支援

暮らしの再建
Ⅱ

水産資源の回復に向けた
支援、漁業者などの人材の
確保・育成

県産農林水産物の認知度向
上に向けた取り組みの推進

なりわいの再生
Ⅲ

復興の状況や復興支援に対
する感謝の気持ちを伝える
取り組みの推進

未来のための
伝承・発信

Ⅳ

［予算の規模］
2020年度
予算総額
9,323億円

2,612億円

6,711億円

③「
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
、

Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
実
現
や
、「
北
上
川

バ
レ
ー
・
三
陸
・
北
い
わ
て
」

の
3
つ
の
ゾ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
関
す
る
事
業
な
ど

を
展
開
し
ま
す
。

④
S
o
c
i
e
t
y 

5
・
0
の

実
現
に
向
け
、５
Ｇ
を
は
じ

め
と
し
た
情
報
通
信
技
術

の
活
用
に
よ
る
地
域
課
題

解
決
の
た
め
の
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

11,000

10,000

9,000

8,000

7,000

6,000

1,000

0

（億円）

‘16 ‘17 ‘18 ‘19 ‘20（年）

総額
9,355
億円

総額
9,355
億円

総額
9,323
億円

総額
9,323
億円

総額
9,533
億円

総額
9,533
億円

総額
9,797
億円

総額
9,797
億円
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復興幸福希望予算
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岩
手
県
の
人
口
は
、1
9
9
7

年
か
ら
減
少
を
続
け
て
い
ま
す
。

2
0
1
9
年
は
約
１
２
３
万
人
と

な
り
、ピ
ー
ク
だ
っ
た
1
9
8
5
年

と
比
較
す
る
と
14
%
減
少
。国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
予
測
に

よ
る
と
、2
１
1
5
年
に
は
約
21

万
人
ま
で
落
ち
込
む
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

人
口
減
少
の
主
な
理
由
は
、出

生
数
の
減
少
や
、県
外
へ
の
転
出
の

増
加
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。こ
れ
ら
の

背
景
に
は
、出
産
・
子
育
て
に
要
す
る

出
費
の
増
加
や
、仕
事
と
子
育
て
の

両
立
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、ま
た
、

雇
用
情
勢
の
悪
化
や
首
都
圏
と
の

経
済
格
差
な
ど
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
て

い
く
た
め
に
は
、こ
う
し
た「
生
き

に
く
さ
」を「
生
き
や
す
さ
」に
転
換

し
、県
民
が
暮
ら
し
や
す
く
、さ
ら

に
新
た
な
人
の
流
れ
を
生
み
出
す

「
ふ
る
さ
と
振
興
」を
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、県
で
は
、2
0
1
5

年
に
策
定
し
た「
岩
手
県
ふ
る
さ
と

振
興
総
合
戦
略
」に
基
づ
き
、ふ
る

さ
と
振
興
を
展
開
。自
動
車
・
半
導

体
関
連
産
業
の
集
積
や
、子
育
て
し

な
が
ら
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

な
ど
、多
く
の
成
果
を
挙
げ
て
き
ま

し
た
。

　

一
方
で
、全
国
的
な
東
京
一
極

集
中
の
流
れ
は
む
し
ろ
加
速
し
て

お
り
、取
り
組
み
を
よ
り
強
化
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。そ
こ
で
、

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題
な
ど
を

踏
ま
え
た「
第
２
期
岩
手
県
ふ
る

さ
と
振
興
総
合
戦
略
」を
３
月
に

策
定
。こ
れ
ま
で
の
３
本
の
柱
で
あ

る「
岩
手
で
働
く
」「
岩
手
で
育
て

る
」「
岩
手
で
暮
ら
す
」に
、新
た
に

４
本
目
の
柱
と
し
て「
岩
手
と
つ
な

が
る
」を
加
え
、関
係
人
口
や
交
流

人
口
の
創
出
・
拡
大
に
向
け
た
施

策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。県
は
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る

こ
と
で
2
0
4
0
年
に
１
０
０
万

人
の
人
口
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
は
国
や
県
、市
町
村
だ

け
で
は
な
く
、県
民
の
皆
さ
ん
の
未

来
の
こ
と
。自
分
の
身
近
な
課
題
と

し
て
、一
緒
に
考
え
、取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

第
2
期
岩
手
県
ふ
る
さ
と
振
興
総
合
戦
略
が
は
じ
ま
り
ま
す

ふるさと振興を進める４本の柱
県では、人口減少に歯止めをかけていくため「ふるさと振興」を進めていきます。
これまでの３本の柱に加え、「岩手とつながる」を４本目の柱に加えて、
生活の満足度アップを目指します。

ここが
ポイント！
ここが
ポイント！

戦略の展開戦略の展開

岩手に住みたい、働きたい、帰りたいという人々の
願いに応えられる豊かなふるさと岩手をつくりあ
げます。

　医療・福祉や文化、教育など豊かな
ふるさとを支える基盤の強化を進め、
地域の魅力向上を目指します。

□ 魅力あるふるさとづくり戦略 

□ 文化スポーツ振興戦略

□ 若者・女性活躍支援戦略 

□ 保健・医療・福祉充実戦略

□ ふるさとの未来を担う人づくり戦略

■生活満足度が高い人の割合の上昇：
　35.0％（R1）⇒35.0％を上回る（R6）
■生活満足度が低い人の割合の低下：
　32.0％（R1）⇒32.0％を下回る（R6）

数値
目標

施策
推進
目標

岩手に来たい、関わりたい、つながりたいという思
いに応え、多様な形で、いつでも、どこでも、誰もが
岩手とつながることのできる社会を目指します。

　関係人口や交流人口の拡大を図り、
岩手と多様な形でつながることのでき
る社会を目指します。

□ 関係人口創出・拡大戦略

□ いわてまるごと交流促進戦略

■関係人口及び交流人口に関連する指標の向上：
　現状値を上回る要素指標※数5/5（R6）
※要素指標：観光入込客数、グリーン・ツーリズム交流人口、
　ふるさといわて応援寄付件数、ホームページ閲覧数、ＳＮＳフォロワー数

数値
目標

施策
推進
目標

結婚や出産は個人の決定に基づくものであること
を基本としつつ、若い世代の就労、出会い・結婚、
妊娠・出産、子育ての願いに応え、出生率の向上を
目指します。

　社会全体で結婚、妊娠・出産、子育
てを支援し、安心して子どもを生み育
てられる社会を目指します。

□ 若者の就労、出会い・結婚、妊娠・出産
　 支援戦略

□ 子育て支援戦略

■合計特殊出生率：
　 1.41（H30）⇒1.58以上（R6）

数値
目標

施策
推進
目標

戦略の展開

育
て
る

2
岩
手
で

若者の仕事や移住に関する願いに応え、県外への
転出超過を解消する社会減ゼロとともに、もの
づくり産業や農林水産業などの振興による県民
所得水準の向上を目指します。

　やりがいと、生活を支える所得が得
られる仕事を創出し、岩手への新たな
人の流れの創出を目指します。

□ 商工業振興戦略 

□ 観光産業振興戦略

□ 農林水産業振興戦略 

□ ふるさと移住・定住促進戦略

■人口の社会増減 ： △4,370人（R1）⇒0人（R6）
■国民所得に対する県民所得水準のかい離縮小：
　一人あたり／ 86.9（H29）⇒90.0以上（R4※）
※指標の元となる県民経済計算年報は、R6年版でR4年の数値です。

数値
目標

施策
推進
目標

戦略の展開働
く

1
岩
手
で

つ
な
が
る

4
岩
手
と

暮
ら
す

3
岩
手
で

人
口
減
に

歯
止
め
を
か
け

新
し
い
人
の
流
れ
を

創
出
し
よ
う

み
ん
な
が

生
き
が
い
を
も
っ
て

豊
か
に
暮
ら
す

岩
手
へ

み
ん
な
が

生
き
が
い
を
も
っ
て

豊
か
に
暮
ら
す

岩
手
へ

岩手で
暮らしたい！

岩手で
働きたい！ 岩手と

つながりたい！

岩手で育てたい！

岩手県の人口の長期的な見通し
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※国立社会保障・人口問題研究所

社人研※による
岩手県の予測人口

2040年／95.8万人

岩手県が目指す
人口ビジョン

2040年／103.7万人

20.9万人

77.5万人

第2期岩手県ふるさと振興総合戦略
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